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１．北陸の地域づくり

北 陸 地 方 整 備 局
地方整備局の事業方針

厳しい自然環境や社会情勢の中で、人々の生活の安全・安心を確保し、活発な産業・
経済活 動を維持するため、地震、風水害、波浪（高波）災害、海岸侵食、集中豪雨、土
砂災害さらには雪 害などへの防災・減災対策に取り組みます。

１．安全で安心な地域づくり

２．活力ある地域づくり

３．魅力あるまちづくり・地域づくり

北陸地方の特徴である三大都市圏のいずれからも近く、環日本海諸国と日本海を挟
んで対面 する地理的優位性を活かし、経済発展の著しい中国、韓国、ロシア及び、欧米
諸国を視野に入れた高速道路、港湾・空港などの国際交流基盤の整備を進め、国際競
争力の強化を図ります。

北陸地方の各地に広がる美しい自然や景観を活かし、豊かな生活の場の実現に向
けて、生活 にゆとりと豊かさをもたらす美しい国土の保全・管理を図りつつ、地球環境に
やさしい暮らしの充 実を図ります。

北 陸 地 方 整 備 局

安全で安心な地域づくり（東部地区）
北 陸 地 方 整 備 局

安全で安心な地域づくり（西部地区）
北 陸 地 方 整 備 局



活力ある地域づくり（東部地区）
北 陸 地 方 整 備 局

活力ある地域づくり （西部地区）
北 陸 地 方 整 備 局

魅力あるまちづくり・地域づくり（東部地区）
北 陸 地 方 整 備 局

魅力あるまちづくり・地域づくり（西部地区）
北 陸 地 方 整 備 局

魅力あるまちづくり・地域づくり ～北陸新幹線開業に向けたまちづくり～
北 陸 地 方 整 備 局

２．新技術活用システムの改訂概要

北 陸 地 方 整 備 局



新技術活用システム（NETIS）の改訂概要

【現行システムの課題】

①技術の特徴がわかりにくい等で、現場での活用が進まない。 ➪「テーマ設定型（技術公募）」の新設

②地方公共団体等の実績、評価が反映されないなど非効率。 ➪外部機関の活用による有用な技術の現場導入促進

③登録時の技術特性が明確化されていないため活用に至らない。 ➪登録申請時の技術特性の明確化

④技術特性が反映できない技術がある。 ➪活用効果調査・評価の改正

● 有用な新技術の積極的な活用を推進することで、公共工事のコスト縮減や品質向上を図り、新技術の更なる
改善を促進するための仕組みとして、新技術活用システムを構築（平成１３年度より）。

● 民間等により開発された新技術を、新技術情報提供システム（NETIS）にて共有・広く提供するとともに、公共
工事等において積極的に活用・評価し、技術開発を促進していくためのシステム。

北 陸 地 方 整 備 局

●登録・活用・評価・普及の一連の過程における改善概要

※ 「改正①から④」の対策を行うことにより、優れた技術の活用促進を図るため、

平成26 年4月より、新技術活用システム（ＮＥＴＩＳ）の実施要領を改正しました。

新技術活用システム（NETIS）の改訂概要
北 陸 地 方 整 備 局

新技術活用システム（NETIS）の改訂概要
北 陸 地 方 整 備 局

新技術活用システム（NETIS）の改訂概要
北 陸 地 方 整 備 局

新技術活用システム（NETIS）の改訂概要
北 陸 地 方 整 備 局

新技術活用システム（NETIS）の改訂概要
北 陸 地 方 整 備 局



新技術活用システム（NETIS） ＜北陸の取組＞

ＮＥＴＩＳを活用した老朽化対策の取組み

・今後急速に老朽化することが懸念される社会資本を安全により長く利用できるよう、劣化や損傷の状況を確実に把握

することで、戦略的な維持管理・更新を行うことが課題となっていることから、新技術情報提供システム（NETIS）

を活用した以下の取り組みを行うことで、点検等の現場における活用を支援。

・実用段階にありながら現場での導入が遅れている点検・診断技術については、NETIS等を活用し、公募した技術を現

場で活用し、結果を公表。

ＮＥＴＩＳを活用した老朽化対策の取組

“コンクリート構造物の塩化物イオン含有量の非破壊、微破壊調査方法”

に関する技術公募

＜北陸の取組＞ （予定）

厳しい塩害環境下におかれているコンクリート構造物の詳細調査には、コア採

取による調査が有効であるが、構造物への影響が懸念

発注者、施工者等にとって各技術の優位性や課題が明らかとなるよう、技術術

毎に評価項目を設定、評価

構造物への影響が少なく、効率的、効果的な

非破壊、微破壊調査が可能な技術を公募

現場で試行

概略フロー

北 陸 地 方 整 備 局

■ 塩分による損傷
海岸近くの橋は、海からの潮風や海水内の塩分の影

響で、コンクリートにひび割れが発生します。

【代表的な損傷例】

コンクリートに錆汁を伴うひび割
れが発生

テーマ設定型
（技術公募）

【多種多様な工法】 【試行技術】（全１１技術）

新技術活用システム（NETIS） ＜北陸の取組＞
北 陸 地 方 整 備 局

凍結抑制舗装技術公募

【課題】各凍結抑制舗装に関する特性や性能等は様々であり、どのような道路構造や地勢等に適するかを判断する指標

が少なく、施工箇所に適した技術の選定に苦慮。

【取組】北陸地方整備局が管理する国道を試験フィールドとして提供し、同一条件下で様々な気象状況における各凍結

抑制舗装の適応性等を比較・検証し、その適用条件等を検討するため「凍結抑制舗装に関する新技術」を公募。

応募のあった全１１技術を試行技術として選考。

【フィールド提供型 実施スケジュール】
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H26.5

技術名称 応募者 NETIS番号

ゴムロールド
（弾性体圧入型物理系凍結抑制舗装）

(株)ＮＩＰＰＯ
北信越支店

KT-980121-V

ザペック工法タイプＧ
（ゴムチップ充填型 物理・化学系凍結抑制舗装）※

世紀東急工業(株)
北陸支店

KT-990566-V

アイストール
（既設舗装対応型凍結抑制工法）

オサダ技研(株) HR-140010-A

アメニウレタン舗装
（多機能型砕石マスチック物理系(ウレタン樹脂充填)凍結抑制舗装）

日本道路(株
)北信越支店

TH-990054-V

グルービングウレタン工法
（積雪地域のアイスバーン(氷雪路面)抑制工法）

鹿島道路(株)
北陸支店

TH-990010-A

アイストッパー
（粗面型ゴム粒子入り凍結抑制舗装）

大林道路(株)
北信越支店

申請中

ルビット舗装
（ゴム粒子入り凍結抑制舗装）

大林道路(株)
北信越支店

KT-990006-V

ゴムパウダ型凍結抑制舗装
（廃ゴムのゴムパウダを利用した凍結抑制舗装）

(株)佐藤渡辺 HR-140009-A

アイスインパクト
（弾性モルタル型凍結抑制舗装）

福田道路(株) HR-140001-A

フル・ファンクション・ペーブ
（縦溝粗面型ハイブリッド舗装）

(株)ガイアート
T・Ｋ

KT-130010-A

アイスクラッシュペイブ
（弾性体混入型物理系凍結抑制舗装）※

大成ロテック(株)
技術研究所

KT-140058-A

（(

仮
称)

凍
結
抑
制
舗
装
調
査
検
討
委
員
会
）

適

応

性

等

の
比
較

・
検

証

、
評

価

H26.7 H26.9 ※変更申請に基づき記載

連
携

新技術活用システム（ＮＥＴＩＳ）

H26.10～ H26.12予定 H27.3予定 H26冬季～継続調査

フィールド提供型

３．最近話題

（１）除雪機械の情報化施工技術の検討・開発

情報化施工とは
北 陸 地 方 整 備 局

道路上の雪を路外へ飛ばすロータリ除雪車は、走行しながら投雪を行うため、運転にあたっては熟練した技術が必要です。そのため的確な操作、後

継者の育成が難しいものとなっています。

今回、北陸技術事務所では、最適な作業位置（路側端までの距離）と投雪禁止箇所について、ロータリ除雪車の運転手へガイダンスを行う装置の開

発を行います。

この装置により、運転手及び助手の操作を補助することにより、除雪作業の品質確保と効率性・安全性向上を図ります。

ロータリ除雪⾞による作業

ロータリ除雪⾞の
運転⼿へ「作業」の
ガイダンス

路側端が露出する位置まで拡
幅し堆雪帯を確保

地吹雪等により投雪してはいけな
い箇所が分からなくなる

投雪禁⽌箇所を事前に調査し把握

積雪により、道路の端が分からな
くなる

道路の構造

拡幅除雪の品質確保

除雪作業の安全確保

雪に埋もれて見え
ない箇所を除雪す
る

場所を暗記して除
雪に向かう

安全性

向上

熟練者

不⾜対
策

効率性・
品質向
上

除雪機械の情報化施工技術の検討

除雪作業ガイダンス装置の開発 （H25～H26）

北 陸 地 方 整 備 局

装置の構成 ガイダンス装置の画面

特徴
⾼精度な位置情報を簡単に取得
操作不要、分かりやすい表⽰

情報化施⼯技術を利⽤して、⾛⾏位置（路側端への接近）と投雪禁⽌位置を、モニター画⾯と⾳声によりガイダンス
する装置を試作。

路側端までの距離 投雪禁止箇所
装置本体（モニター一体型）

GNSSアンテナ

画面サイズ10.1インチ

高精度の位置情報を得る
ための補正信号を、ネッ
トワーク経由で入手
（ＶＲＳ方式）

通信装置

試作装置の開発
北 陸 地 方 整 備 局



試作装置を⾼⽥河川国道事務所藤沢除雪基地配備のロー
タリ除雪⾞に取付け、実際の除雪作業で使⽤しながら適応性
を検証
試験場所：国道１８号（新潟県妙高市 道の駅あらい付近 L=1.1km）
試験期間：平成２６年１月２７日（月）～２月２１日（金）
試験内容：実作業での表示誤差の確認、視認性、使い勝手等の確認

・出動回数６回（延べ作業時間：15時間）
・測位精度の誤差は平均５cm、最大で20cm

試験場所

国道１８号
猪野⼭交差点から志交差点
（約1.1Km）

カーブ、直線、橋梁、アンダーパス
（投雪禁⽌区間）、交差点等の
要素が⼊っている。

藤沢ＳＴ

試験区間

ガイダンス装置取付車両の作業状況

現地検証試験
北 陸 地 方 整 備 局

現地検証の状況

実 施 ⽇：平成26年2⽉27⽇
実施場所：⾼⽥河川国道事務所 藤沢除雪基地構内
参 加 者：⾃治体職員・除雪業者など約80名が参加。

報道結果：試験状況についてテレビ１局で放映、新聞７紙に掲載

除雪基地構内に模擬コースを設置し、試作装置を使⽤した作業試験を公開で実施

試験状況

模擬コースによる作業試験
概要説明

野⽥局⻑による視察（H26.2.25 藤沢除雪基地）

公開試験
北 陸 地 方 整 備 局

３．最近話題

（２）分解空輸・遠隔操縦対応型

バックホウの配備

・１.０ｍ3級で、空輸対応を実現 15ブロック(1ブロック最大2.8t)に分割し、民間ヘリで空輸可能
・無人化施工（遠隔操作）に対応 危険な箇所での作業が可能（操作範囲 約150m）

◆大型建設機械をヘリコプターによる空輸が可能なまでに分割できる構造

分解空輸・遠隔操縦対応型バックホウの配備について

災害により土石流、天然ダム等が発生すると、さらなる大規模災害発生防止のために迅速な応急復旧を実施することが求められる。 しかし、災害現
場までの通行経路断絶等により復旧機材が投入できないなどの課題も抱えている。

そこで、迅速な災害復旧作業を行うため、容易な分解・組立てにより空輸が可能で、遠隔操作も可能な大型建設機械（バックホウ１.０ｍ3）を導入し、防
災体制の強化を図るものである。

◆ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥカラーを
基調とした外観塗装（国交省統一基準）

ヘリコプターで空輸 災害地付近で組立 組立完了

北 陸 地 方 整 備 局

分解空輸・遠隔操縦対応型バックホウの配備について

搬入・組立状況

下部走行体の組立 ｴﾝｼﾞﾝ・ﾊﾟﾜｰﾕﾆｯﾄの組立 ｱｰﾑの組立

平成26年3月北陸技術事務所へ分割された部品ﾕﾆｯﾄを搬入し、組立を実施。（組立日数 4人×4日）

組立完了（操作状況） 局長による操作確認

北 陸 地 方 整 備 局
分解空輸・遠隔操縦対応型バックホウの配備について

平成26年4月14日より新
潟県十日町市へ出動

北 陸 地 方 整 備 局



国道３５３号 新潟県十日町市葎沢（むぐらさわ）地先 遠隔操縦式バックホウ貸与(４月１４日)

被災状況（H26.4.14撮影）

◆平成２６年４月５日（土）に発生した一般国道３５３号（新潟県十日町市）の土砂崩れの
現場において、北陸地方整備局は、新潟県からの要請により新潟防災センターの遠隔操縦式
バックホウを貸与しました。

◆ 平成２６年４月１４日（月）現地引き渡し・操作技術指導・作業状況

◆ 機械の諸元
主　　要　　諸　　元

形式 1.0㎥級、遠隔操縦式
バケット容量 標準（山積）1.0㎥
車輌総重量 26,200㎏
全長（輸送時） 10,120㎜
全幅（クローラ含） 2,990㎜
全高 3,280㎜

特別仕様
遠隔操縦装置
（ラジコン）

遠隔モニタリング
システム
アタッチメント用配管 ＧＮＳＳ（測量側）

パットシュー

ＧＮＳＳ（基地局）

マシンガイダンス

マシンガイダンス用
コントロールＢＯＸ遠隔操作用無線装置

ＧＮＳＳ（移動局）
※バックホウ本体に装着

◆ 被災状況

現地引き渡し 操作技術指導 施工業者による掘削作業

北 陸 地 方 整 備 局
分解空輸・遠隔操縦対応型バックホウの配備について

◆一般国道３５３号 十日町市葎沢（むぐらさわ）地先

土砂災害と遠隔操縦式バックホウ貸与による作業支援の概要

猿倉第２スノーシェッド（H26.4.14撮影）

◆平成２６年４月に発生した一般国道３５３号（新潟県十日町市）の土砂崩れに対応するた
め新潟県へ貸与していた遠隔操縦式バックホウが支援を終え、９月１日に新潟防災センター
に返納されました。

平成26年４月５日 新潟県十日町市葎沢地先において、融雪に伴う法
面崩壊（幅50m×法長180m）が発生し、一般国道353号が全面通行止めの
状態となった。一般国道353号は、新潟県十日町市と南魚沼市を結ぶ新
潟県管理の交通量3,720台/日の幹線道路であり、緊急道路として位置づ
けられているため、法面対策（排土工、法枠工、アンカー工）が急務で
ある。現在排土作業を進めており、今後、法枠工、アンカー工を実施し、
斜面の安定を図る工事を予定している。

通行止めとなった猿倉第２スノーシェッドの上部法面では5,000ｍ3程
度の土砂が崩落し、引き続き土砂崩落の危険があることから、新潟県の
要請により新潟防災センターの遠隔操縦式バックホウを貸与し、応急復
旧作業を支援した。貸与した遠隔操縦式バックホウは、危険性の高いス
ノーシェッド周辺の土砂撤去に使用し、応急工事の工程に合わせて４月
から７月の間で16日間稼働した。

◆ 被災状況

◆ 遠隔操縦式バックホウ稼働状況

北 陸 地 方 整 備 局
分解空輸・遠隔操縦対応型バックホウの配備について

３．最近話題

（３）地域消防と排水ポンプ車の連携

北 陸 地 方 整 備 局
地域消防と排水ポンプ車の連携

【背景と課題】
消防では阪神・淡路大震災の教訓として、地震による配水管の破損により、消火用水の断水が発生し、消火用水確保が問題と
なった。

一方、排水ポンプ車では、出水による内水排除時に、水深１ｍ以下でのポンプ運転はポンプ故障の問題があるため、市街地等の
排水作業での支障となっている。

【対応・対策①】
排水ポンプ車から河川水を消防ポンプ車へ供給することで、断水時の消火用水確保が可能

排水ポンプ車・消防車連携イメージ 排水ポンプ車用水中ポンプ

継手

消防ポンプ車 はしご車

災害時の消火用水の確保
排水ポンプ1台（7.5t/min）で

消防ポンプ車2台分（5.6t/min）の水量確保（はしご車等約8台分の水量）

が可能

継手

北 陸 地 方 整 備 局

排水ポンプ車

地域消防と排水ポンプ車の連携
北 陸 地 方 整 備 局

【地域消防との合同訓練状況】

排水ポンプ車と消防ポンプ車の連携で放水銃より放水訓練

上越地域消防事務組合の皆さん放水銃での放水の状況
（排水ポンプ１台で十分な水量の確保が可能）

【地域への貢献と成果】

・上越地域消防事務組合との合

同訓練を実 施、有効性が確

認できた。

・定期的に合同訓練を実施し取

扱いに習熟してきた。

地域消防と排水ポンプ車の連携

低水深時の排水（検討・確認中）

水深の浅い湛水箇所（水深約３０cm）

（H25.9.16 関川水系面川）

高揚程排水ポンプ1台（5.0t/min）と

消防ポンプ車2台（5.6t/min）を接続することで排水検討

【対応・対策②】
低水深時の排水は消防ポンプ車の支援により排水作業が可能（検討・確認中） ※低水深：約１ｍ以下の水深

排水ポンプ車・消防車連携イメージ

排水ポンプ車

北 陸 地 方 整 備 局
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地域消防と排水ポンプ車の連携
北 陸 地 方 整 備 局

【まとめ】
■ 大規模災害時における消火活動を、排水ポンプ車による河川からの給水支援する試みを検討し、地域

消防との合同訓練を実施し、連携強化と地域貢献をはかれた。

■ 排水ポンプ車における内水排除での課題である、低水深における排水対応の実施に向け、検討・確認を
行い、課題の抽出ができた。今後も引き続き対策検討を行う。

【低水深時排水試験状況】

【低水深の排水の課題】
・ポンプ能力では、排水ポンプ車ポンプ１台と消防ポンプ車ポンプ２台で排水可能。

・実際は、消防ポンプ車のホース損失が大きく排水量が少ないことが確認できた。

・消防ポンプ吸水ホースを接続する継ぎ手を改造し接続本数を増やすなどの課題を確認。

消防ポンプ車より吸水し排水ポンプ車で排水

消防ポンプ車の吸水口 排水ポンプ車の排水状況

消防ポンプ車と排水ポンプ車ホース
の接続状況

３．最近話題

（４）塩害橋梁の架替え事例

北 陸 地 方 整 備 局

事業箇所

歌高架橋 L=991.60m 1975年竣工

単純鋼溶接合成鈑桁橋,

単純ＰＣポステンＴ桁橋31連

至 富山

至 新潟

至 新潟

至 富山 至 新潟

歌 高 架 橋 の 概 要

BOX化施工による塩害橋梁の抜本対策
北 陸 地 方 整 備 局

主桁の鉄筋露出、腐食 主桁のひびわれ

橋脚基礎部の摩耗歌高架橋 外観

歌 高 架 橋 の 損 傷 状 況

BOX化施工による塩害橋梁の抜本対策
北 陸 地 方 整 備 局

既設橋拡幅 新橋架替
補強土壁工

BOX化施工
軽量盛土工

：架替ルート

：現況ルート

至 富山

至 新潟

ＢＯＸ化施工の概要

歌 高 架 橋 の 対 策

BOX化施工による塩害橋梁の抜本対策
北 陸 地 方 整 備 局

４：下ピース荷卸し

１：カルバート工場製作 ２：カルバート運搬

３：カルバート搬入

B O X 化 施 工 の 手 順

BOX化施工による塩害橋梁の抜本対策
北 陸 地 方 整 備 局



８：横引き７：上下緊張

６：上ピース荷下ろし

・組立５：PC鋼棒取り付け

B O X 化 施 工 の 手 順

BOX化施工による塩害橋梁の抜本対策
北 陸 地 方 整 備 局

施工前

施工完了

施工前

BOX化施工 施工前後

BOX化施工による塩害橋梁の抜本対策

BOX化施工後

北 陸 地 方 整 備 局

至 新潟

BOX化施工による塩害橋梁の抜本対策

至 新潟

至 富山

B O X 化 施 工 し た 橋 梁 ( 両 鬼 橋 )

両鬼橋 L=60m 1966年竣工

単純ＰＣプレテンＴ桁橋4連

PC鋼材の破断

越波による被害

ひびわれ

北 陸 地 方 整 備 局

両鬼橋 平成２３年３月 対策完了

B O X 化 施 工 し た 橋 梁 ( 両 鬼 橋 )

BOX化施工による塩害橋梁の抜本対策
北 陸 地 方 整 備 局

至 新潟

BOX化施工による塩害橋梁の抜本対策

至 富山

B O X 化 施 工 し た 橋 梁 ( 筒 石 橋 )

筒石橋 L=111.7m 1967年竣工

単純PCプレテンションT桁+3径間連続PC箱桁

至 新潟

主桁の腐食

橋台のひびわれ

北 陸 地 方 整 備 局

筒石橋 平成２５年３月 対策完了

BOX化施工による塩害橋梁の抜本対策

B O X 化 施 工 し た 橋 梁 ( 筒 石 橋 )

北 陸 地 方 整 備 局



３．最近話題

（５）ヤギ・羊による堤防除草試験

北 陸 地 方 整 備 局
ヤギ・羊による堤防除草試験

高田河川国道事務所による堤防除草への新たな取り組み

【地域とのつながり】

【除草状況】

試験開始

試験終了（１１日後）

【除草試験の目的】
■新たな堤防除草手法への取り組み 【河川維持管理】
■小学校を対象に、動物とのふれあいから河川管理・環境保全の学習 【見学会】
■高田農業高等学校と協働で実施 【環境にやさしい飼育方法の研究】

◎ヤギ・羊による堤防除草試験における地域とのつながり強化

【堤防除草試験の概要】
■堤防除草試験は、春（６月頃）、秋（10月頃）の年2回実施（晴天時のみ）
■河川堤防に試験区画（幅15m・長さ60m）を設けて実施
■試験は、高田農業高等学校で飼育しているヤギ３頭・羊４頭を放牧
■試験はＨ２２年度からＨ２４年度まで実施

北 陸 地 方 整 備 局

ヤギ・羊による堤防除草試験
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■一般の方の見学も年々増えており、今年度の秋には、延べ300
人以上の方が訪れました。

注）来場者数は累計で表している。

【除草品質】

【除草効率】

【見学者の数】

【見学者・来場者の様子】

【今後の展開】
■除草試験実現の可能性や効果を把握してきた。
■試験結果より適切な除草方法の確立します。

■地域と川の繋がりを定着させるため、本格実施を目
指します。

（地域が主体となった運営方法を画策し取り組んで
いきます。）

北 陸 地 方 整 備 局


